
Pitch to the Minister 懇談会“HIRAI Pitch”について 

平成 30 年 10 月 

 

１ 概 要 

 創造する未来社会からバックキャスト的に新たなイノベーションを起こしていくため、情報通信

技術（IT）、科学技術、知的財産戦略、クールジャパン戦略、宇宙開発等はどのように進めていく

べきか、平井国務大臣と産学官関係者との間で幅広い意見交換を行う懇談会を開催する。 

 

２ 開催日・時間・場所 

 原則、毎週水曜日 1時間程度、平井大臣室（中央合同庁舎８号館）にて開催 

 時間は先方との調整を踏まえて毎次決定 

 

３ 開催要領 

（形式） 

 毎回、テーマに沿った産学官関係者を招へいし、現在の取組、課題、今後の展開等に関し御紹介、

御提案いただき、大臣との意見交換を実施 

（招へいする産学官関係者） 

 テーマに沿った産学官関係者を毎回１名（機関）招へい 

 例えば、以下の者を中心に招へい 

‐（従来からの延長線上、積み上げではない）新たなイノベーションを起こす取組みに挑戦して

いる起業家 

‐Society5.0の実現に向け、フィジカルとサイバーを高度に融合させるコア技術の開発に取り組

む若手研究者 

‐創造する未来社会からバックキャスト的に技術開発とルール作りを推進する有識者  など 

（参加者） 

 平井国務大臣 

 招へいする産学官関係者 

 テーマに関係する部局職員 等 

 

４ プレス関係 

 前日に、開催につきプレス貼り出し。後日、議事概要を HP掲載 

 大臣の冒頭挨拶までは公開（頭撮りのみ） 

 

５ その他 

 一般の方からの問合せに対応するための窓口を内閣府 HP上に掲載 

 懇談会の庶務は、内閣府大臣官房総務課及び関係部局において処理 

 

用語説明： 

Pitch（ピッチ）：概ね、新しいアイデアやビジネスを端的にプレゼンテーションする意味で用いら

れる言葉。シリコンバレーで投資家へのプレゼンを「Pitch（ピッチ）」と呼び、さまざまなピッチ

イベントが行われている。                             （了） 


